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《業 種 別 総 括 》 

                          令和1年 8月 

〔漁 業〕 

・ 8月の総水揚げは､漁獲量､漁獲金額ともに前年を大幅に下回った｡漁獲量､漁獲額ともに減少し

たのは､タコ､ツブ､イカ､サンマ､イワシ漁｡広尾地区のイワシ漁は前年比1,813ｔの大幅な減少

となっている｡大幅な増加が予測されている秋サケ定置網漁は124ｔと前年並みの水揚げでス

タートした｡ 

〔農業・軽種馬生産業〕 

・ 門別競馬場で15日､発売金額が10億4,887万6,560円となり､門別開催における1日のレコードを

更新した｡従来の記録は昨年8月16日の9億3,950万6,590円だった。 

・ サラブレッド1歳馬｢サマーセール｣は､1,197頭が上場し､859頭が売却された｡売却総額は前年を

7億2,133万円上回る49億3,765万円(税込)となった｡売却率も前年比2％増の71.8％となった｡ 

・ サマーセールで静内農業高校生産･育成の牡馬｢桜翔｣が367万円(税込)で落札された｡ 

〔建 設〕 

・ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)の月中発注額は10億3,200万円で､前年を7億6,900円上回った｡ 

・ 日高管内における国･道･町発注公共工事の月中請負金額 (北海道建設業信用保証㈱の保証請負 

金額)は25億4,100万円で前年を3億1,900万円上回った｡ 

・ 月中建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は､9件で､前年を3件上回った。 

〔卸・小売業・飲食  

・ 海中で約2カ月寝かせた“海底貯蔵酒”｡しずない農協や観光協会などでつくる町地酒づくり協

議会は､海に沈めて熟成させた日本酒を、8月下旬にも町内のＡコープ静内店で販売する｡日本

酒の質にこだわるファンが増える中､希少酒として売り込みたいと考えている｡ 

〔観光・その他〕 

・ 広尾町｢第31回十勝港海上花火大会｣(8月3日)の来場者数は約1万9,000人｡ 

・ 様似町｢第49回アポイの火まつり｣(8月3､4日)の2日間の来場者数は､約2万5,000人｡ 

・ 浦河町｢第57回浦河港まつり｣(8月10､11日)の2日間の来場者数は約2万3,000人｡ 

・ 新ひだか町｢第13回静内川花火大会｣(8月12日)の来場者数は約1万5,400人｡ 

・ 新ひだか町｢第13回三石漁港花火大会｣(8月15日)の来場者数は約3,200人。 

・ えりも町｢第46回えりもの灯台まつり｣(8月14～16日)の3日間の来場者数は約2万1,000人｡ 

〔雇 用〕 

・ 浦河地区と全道の月間有効求人倍率は､浦河地区は前年を下回り、全道は前年を上回った｡ 

〔総 括〕 

・ 建設業の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証金額)､は前年を3億1,900万円上回った。

町発注工事は前年を7億6,900万円上回った｡前月比では､国､道発注工事は減少､町発注工事は増

加している｡漁業は､漁獲量､漁獲金額ともに前年を大きく下回った｡広尾地区のイワシ漁が前年

比1,813tの大幅な減少となっている｡軽種馬産業は､サマーセールが開催され､販売総額は前年

を7億2,133万円上回る49億円となった｡小売･サービス業は､8月上旬から中旬にかけ好天に恵ま

れ､各地のレジャー・観光スポットや夏祭りは､おおむね前年を上回る人出となった｡飲食店・

小売業も､帰省者や観光客の来店客が増加しにぎわいを見せた｡昆布漁は天候回復で出漁日数は

増えたが､総体の出漁日数は例年から比べると少なくなっている｡地区内景況は帰省者や観光客

の増加で個人消費も上向き､総体的に回復感が窺えた｡ 
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〔沿岸漁業〕秋サケ定置網漁､カレイ､タコ､ツブ漁等｡〔沖合い漁業〕底曳き網､イワシ漁等｡ 

    総漁獲量 3,045㌧・金額 5億5,900万円(前年同月比2,226㌧減・2億4,200万円減) 

  

    

 

 

 

 

    

 

 

 

      

     

定置網漁…………… 

カレイ漁…………… 

タコ漁……………… 

ツブ漁……………… 

ウニ漁……………… 

タラ･スケソウ漁…･ 

メヌケ漁…………… 

キンキ漁…………… 

イワシ漁…………… 

昆 布……………… 

その他……………… 

124ｔ ・   62百万円 

35ｔ ・   19百万円 

105ｔ ・   58百万円 

94ｔ ・  149百万円 

4ｔ ・    9百万円 

1ｔ ・    1百万円 

1ｔ ・    2百万円 

7ｔ ・  11百万円 

2,331ｔ ・   63百万円 

74ｔ ・  144百万円 

269ｔ ・  41百万円 

(前年同月比    1ｔ増 ・  14百万円減) 

(前年同月比     8ｔ増 ・   4百万円減) 

(前年同月比    17ｔ減 ・  33百万円減) 

(前年同月比     66ｔ減     14百万円減) 

(前年同月比     3ｔ増 ・   7百万円増) 

(前年同月比    2ｔ減 ・    増減なし) 

(前年同月比     1ｔ減 ・   1百万円増) 

(前年同月比    3ｔ増 ・   5百万円増) 

(前年同月比 1,932ｔ減 ・  45百万円減) 

(前年同月比     14ｔ減 ・   7百万円減) 

(前年同月比    209ｔ減 ・ 138百万円減) 

 

・ 8月の総水揚げ｡漁獲量は前年を2,226㌧下回り､漁獲金額は2億4,200万円下回った｡広尾地区の

イワシ漁が前年比1,813ｔの大幅な減少となっている｡昨年240ｔの水揚げがあったイカ漁も水

揚げはゼロとなっている｡また､大幅な増加が予測されている秋サケ定置網漁は124ｔと前年並

みの水揚げでスタートした｡ 

・ 今年の秋サケ定置網漁の初水揚げが8月31日､東胆振･日高地方のトップを切ってえりも町の庶

野､えりも岬の2地区で行われた｡同地方に来遊する秋サケは昨年を上回ると予測されており､

漁業者は豊漁に期待を寄せている｡庶野地区では､解禁日の8月30日に定置網を3カ統で設置｡31

日は各漁船が夜明けごろから網をおこし､午前6時過ぎに帰港｡初日の漁獲量は0.8㌧だった｡

道立総合研究機構さけます･内水面水産試験場の予測によると､庶野､えりも岬両地区を含むえ

りも以東西部(えりも町襟裳岬－釧路管内白糠町)は前年実績比約2倍の201万匹と大幅増を見

込んでいる｡えりも以西日高(えりも町襟裳岬－日高町)で同15.5％増の238万匹､えりも以西胆

振(むかわ町－室蘭市地球岬)は同29.4％増の99万匹と予想している｡ 

 

（対象は新ひだか、浦河、様似、えりも、広尾の各地区）（「ｔ」はトンを表しています） 
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〔軽種馬生産業〕 

･ ホッカイドウ競馬が開催されている門別競馬場で15日､発売金額が10億4,887万6,560円となり､

門別開催における1日のレコードを更新した｡この日はブリーダーズゴールドカップ(統一ＧⅢ)

とフルールカップ(Ｈ3)の2つの牝馬重賞レースが行われ､競馬場には2,290人の来場があった｡ 

･ 19日から北海道市場で開かれた｢サマーセール｣は22日に終了した｡1,197頭が上場し､859頭が売 

却された｡売却総額は前年を7億2,133万円上回る49億3,765万円(税込)で2017年のレコード記録 

(54億6,199万円)に次ぐ成績だった｡売却率も前年比2％増の71.8％で2017年のレコード記録に 

次ぐ記録となった｡最高額取引馬は新冠橋本牧場生産の｢アドマイヤカグラ2018｣の2,916万円｡ 

 ･ 中央競馬の種牡馬､キングカメハメハが8月9日死んだ｡社台スタリオンステーションが発表した｡ 

 9日夕方体調が急変し､治療を施したが午後11時過ぎに息を引き取った｡18歳だった｡ 

･ サマーセールで静内農業高校生産･育成の牡馬｢桜翔｣が367万円(税込)で落札された｡畜産系の

生産科学科のある同校では､全国の高校で唯一サラブレッドを生産しており､生徒が毎年1頭の割

合で繁殖から育成までに携わっている｡これまでに生産馬のユメロマンやゴーゴーヒューガが中

央競馬で勝利している｡ 

〔農 業〕 

･ 黒毛和種で優れた産肉能力のある種雄牛｢夜桜号｣を生産したえりも町庶野のえりもなかの牧場 

合同会社に対し､一般社団法人ジェネティックス北海道が､家畜改良顕彰として賞状と盾､報奨 

金を贈った｡夜桜号は誕生前の段階から候補種雄牛に選ばれ､誕生後は､雌牛への交配と生まれ 

た肥育牛の枝肉調査などの現場後代検定の評価を経て､今回､2019年度前期の優秀な種雄牛に選 

抜された｡同社によると､多数の候補牛から選抜される黒毛和種の種雄牛は｢年1､2頭｣という｡ 

〔花き栽培〕 

･ 8月の花き出荷実績は､115万本､金額1億3,836万円(前年115万本､1億3,875万円)｡ 

 

 

 

〔公共工事〕 

・ 日高管内の国･道･町発注公共工事の月中請負金額(北海道建設業信用保証㈱の保証請負金額)は､25億 

4,100万円で､前年同月比で3億1,900万円増加した｡ 

 

〔町発注工事・建築確認申請〕（令和1年8月） 

  工 事 件 数 金     額 （百万円） 確認申 
請件数   土 木 建 築 その他 計 土 木 建 築 その他 計 

新ひだか町 1 4 8 13 45 329 495 869 6 
浦 河 町 1 3 2 6 92 13 10 115 1 
様 似 町 3 0 1 4 18 0 7 25 1 
えりも町 0 3 1 4 0 8 3 11 1 

広 尾 町 0 0 2 2 0 0 12 12 0 

計 5 10 14 29 155 350 527 1,032 9 

･ 町発注工事(新ひだか～広尾地区)は29件､10億3,200万円となった(前年同月29件2億6,300

万円)｡工事発注状況をみると､前年同月比では､件数は同数、金額は7億6,900万円上回った｡ 

･ 月中受付の建築確認申請件数(新ひだか～広尾地区)は9件で､前年を3件上回った｡ 
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〔木 材〕 

・チップ材の出荷状況(広尾地区)は､数量が848㌧(前年919㌧)で前年比7.7％の減少｡ 

出荷金額は1,541万円(同1,640万円)で前年比6.0％の減少｡ 

〔製 材〕 

・建材､プレカット材等は建築業者からの注文で前年並みで推移している｡ 

 

 

 

〔卸売業〕 

・果物は本州産が主｡道内産野菜､トマト､キュウリ､ナスなどが多く出荷されている｡ 

 価格は安値で安定している｡地物産ミニトマト､ピーマン､イチゴ､の出荷はピークを迎えてい

る｡ 

〔小売業・飲食業〕 

・どさんこプラザ札幌店を会場に、21日～27日まで｢ひだかフェア｣が開かれた｡日高振興局主

催のフェアで日高管内各町の特産品の知名度アップや新たな需要の掘り起こしを図る今年で

3回目のイベント｡生産者の対面販売や日高コンブの抽選プレゼントなどがあり､130品目以上

の管内特産品が出品された｡対面販売出展は､北海道ストロベリー･プロモーション浦河町=夏

イチゴアイスほか｡グレイズスワインいのけ新ひだか町=健酵豚ローススライスほか｡鈴の鳴

る道新冠町=イチゴスムージーほか｡太田養蜂場新ひだか町=秋の百花蜜ほか｡北海道日高乳業

日高町=北海道3.6牛乳ほか｡一條製麺･中華料理｢大龍｣新ひだか町=ひだかチャーメンほか｡ 

〔観光・その他〕 

・日高管内各地のレジャー･観光スポットや夏祭りは､8月初旬から中旬にかけ､安定した天候が

続いたこともあり､おおむね前年を上回る人出となった｡ 

 新冠町の｢太陽の森ディマシオ美術館｣には1～18日の期間中､前年同期比約3割増の1,500人が

訪れた｡昨年4月に日高自動車道が厚賀ＩＣまで延伸して以降､客足の延びが続いている｡様似

町のアポイ岳登山者(8月1～18日)は前年同期比38％増の794人で､過去5年間で2番目の多さ。 

 中でも札幌からの登山者は256人と同2.1倍に跳ね上がった｡一方､様似町にある管内唯一の海

水浴場｢親子岩ふれ愛ビーチ｣では､7月6日のオープンから8月15日まで遊泳可能日数が前年同

期より3日多い30日あったものの､海水浴客は同9.2％減の4,940人と苦戦した｡道内各地では

レジャーの多様化などで海水浴離れが進んでおり､同ビーチの客数も10年前と比べ4割ほど少

なくなっている｡ 

 夏祭りの来場者数も各地で前年を上回った｡｢浦河港まつり｣は同3千人増の2万3千人が来場｡

「えりもの灯台まつり」は強風で15日の花火大会が中止になったものの、前年並みの2万1

千人が訪れた｡｢アポイの火まつり｣も晴れの汗ばむ陽気となり､2万5千人が来場した｡ 

・道がまとめた2018年度の北海道体験移住｢ちょっと暮らし｣の実績によると､全体の利用者数

3,909人は前年度を下回ったが､滞在日数8万7,517日は過去最高となった｡道内市町村別の利

用者数と滞在日数は､釧路が2位以下を大きく離しトップ｡日高管内は新ひだか､浦河､日高の3

町が両項目で全体の10位以内に入り健闘している｡利用者数で128人の新ひだか町が3位､113

人の浦河町が4位､54人の日高町が10位｡延べ滞在日数では､新ひだか町は4,490日で3位､浦河

町が3,733日で5位､日高町が2,381日で6位となっている｡ 
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〔管内の倒産〕 

・ 当金庫管内(新冠町～えりも町)の倒産は､0件(前年同月0件)､負債総額はゼロ(同ゼロ)｡ 

当金庫管内を含む苫小牧管内の倒産は､1件(前年同月0件)､負債総額は7千万円(同ゼロ)｡ 

〔道内の倒産〕 

・ 北海道の倒産件数は21件(前年同月18件)､負債総額は30億2千万円(同15億6千万円円)､倒産件

数は前月比6件増加､前年比3件増加となった｡             （東京商工リサーチ） 

〔全国の倒産〕 

・ 全国の倒産件数は678件(前年同月694件)､負債総額は871億4千万円(同1,212億6千万円)｡ 

倒産件数は前月比124件減少､前年比で16件減少した｡ 

〔雇   用〕 

・ 8月の浦河地区の月間有効求人倍率は1.67倍で前年比0.15ポイント、前月比0.15ポイント下降

した。有効求人数は1,030人で前年比114人減少､前月比で85人の減少となった｡有効求職者数

は617人で前年比12人減少､前月比で6人増加した｡全道の月間有効求人倍率は1.22倍で前年比

0.04ポイント上昇した｡ 
 
 
 
 
 
 

管内生産馬、中央競馬重賞レース勝馬 
  
  8／11  第54回 関 屋 記 念                     （ＧⅢ） 
       ミッキーグローリー 号      (新ひだか町 岡田スタッド 殿生産） 
  
  8／11  第24回 エルムステークス                    （ＧⅢ） 
       モズアトラクション 号       （新ひだか町 築紫  洋 殿生産） 
  
  8／18  第54回 北 九 州 記 念                   （ＧⅢ） 
       ダイメイプリンセス 号         （日高町 横井  哲 殿生産） 
 
  8／24 第21回 新潟ジャンプステークス               （Ｊ・ＧⅢ） 
       マイブルーへブン 号           （日高町 坂田牧場 殿生産） 
 
  8／25 第39回 新潟２歳ステークス                   （ＧⅢ） 
       ウーマンズハート 号  （日高町 ダーレー･ジャパン･ファーム㈲ 殿生産） 
 
  8／25 第14回 キーンランドカップ                   （ＧⅢ） 
       ダノンスマッシュ 号     （新ひだか町 ケイアイファーム 殿生産） 
 
  8／31 第54回 札幌２歳ステークス                   （ＧⅢ） 
       ブラックホール 号            （浦河町 杵臼牧場 殿生産） 
 
 ５０万ＫＷ風力発電計画 
  えりも町内で最大発電出力40～50万KWの｢仮称･えりも町風力発電事業｣を計画しているＪ 
  Ｒ東日本グループのＪＲ東日本エネルギー開発(本社･東京)は事業計画の住民説明会を開 
  いた｡1基4,000～5,000KWの風力発電機を最大100基設置する計画｡工事開始は2023年4月､ 
  運転開始は3年後の2026年を予定している｡一年を通して強風で知られるえりも町では､大 

規模風力発電計画に手を上げる事業者が相次ぎ､ＪＲ東日本エネルギー開発は3社目｡3事業 
者の中でも東日本が最大規模で､発電機の大きさは､3枚ブレードの回転するローター直径 
が約136㍍､ブレードを支えるハブの高さが約112㍍で､全高は約180㍍と大きい｡ 
 

（注）調査区域：浦河地区、新ひだか町静内地区及び三石地区、新冠地区、様似地区､えりも地区、広尾地区 

倒産・雇用状況 

その他 
 



６ 

 

《指  標》 

 

１ 営業区域の人口・世帯数動向 (令和1年8月現在)                  (単位：人) 

町 村 別 
人         口 世         帯 

人 数 前年同月比 前月比 世帯数 前年同月比 前月比 

平 取 町 5,001 -115 -9 2,552 -37 -3 

日 高 町 11,696 -272 -29 6,149 -65 -13 

新 冠 町 5,520 -61 0 2,780 21 10 

新 ひ だ か 町 22,342 -454 -26 11,703 -94 2 

浦 河 町 12,219 -260 -27 6,702 -70 -27 

様 似 町 4,257 -98 -7 2,176 -45 -1 

え り も 町 4,658 -70 5 2,134 9 3 

日高地区合計 65,693 -1,330 -93 34,196 -281 -29 

広 尾 町 6,695 -226 -6 3,331 -52 0 

大 樹 町 5,543 -100 -12 2,745 -4 0 

日高･十勝地区合計 77,931 -1,656 -111 40,272 -337 -29 

札 幌 市 1,969,619 3,445 -57 962,910 10,183 125 

江 別 市 119,431 470 -19 57,847 735 28 

石 狩 市 58,257 -136 -51 27,796 249 11 

北 広 島 市 58,375 -355 -77 27,702 160 -24 

恵 庭 市 69,942 159 65 33,663 439 57 

千 歳 市 97,497 430 182 50,048 749 81 

石狩地区合計 2,373,121 4,013 43 1,159,966 12,515 278 

苫 小 牧 市 171,292 -443 -33 89,336 981 45 

厚 真 町 4,571 -100 2 2,144 -37 -3 

む か わ 町 7,952 -333 -22 4,137 -174 -6 

胆振地区合計 183,815 -876 -53 95,617 770 36 

営業区域合計 2,634,867 1,481 -121 1,295,855 12,948 285 

注:日高町の人口数に外国人登録者数は含まれていません。                  (資料出所:各市町村) 

 

 

２ 労働需給状況(令和1年8月)  

     （単位：人、％） 

 浦河職安 全 道 前年同月比 前月比 

月 間 有 効 求 人 数 1,030 93,870 -114 713 -85 -1,310 

月間有効求職者数 617 76,771 -12 -2,327 6 -1,632 

月間有効求人倍率 1.67 1.22 -0.15 0.04 -0.15 0.01 

(資料出所:北海道労働局) 

 

 

３ 建築確認申請(令和1年8月) 

   （単位：件） 

  件 数 前年同月比 前 月 比 

当 金 庫 管 内 当 月 の 申 請 9 3 0 

(新ひだか町～広尾町) 平成31/4～令和1/8 累計 57 -11  

(資料出所:各市町村) 

  



７ 

 

 

 
４ 企業倒産状況(令和1年8月)  
                                        （単位：件、千万円） 

 件 数 金 額 前年同月比(件数) 前年同月比(金額) 業 種 地     区 

苫小牧管内 1 7 1 7 
  

うち新冠町～えりも町 0 0 0 0 
北 海 道 21 302 3 146   
全   国 678 8,714 -16 -3,412   

(資料出所:東京商工リサーチ) 

 
５ 浦河町・新ひだか町 金融機関預金･貸出金残高(令和1年8月) 

（単位：百万円、％） 

預          金 貸     出     金 

残 高 前年同月比 前 月 比 残 高 前年同月比 前 月 比 

148,078 1.04 1.02 144,493 1.03 1.01 

                                   （資料出所:浦河･静内金融協会） 

 

６ 浦河町・新ひだか町 手形交換高 

                                     （単位：枚、百万円、％） 

 1年8月 前年同月比 前 月 比 

交換枚数 141 -33.18 -47.78 

交換金額 357 -5.56 4.69 

不渡り手形枚数 0 － － 

不渡り手形金額 0 － － 

                                 (資料出所:浦河･静内金融協会) 

 

７ 気象情報(札幌管区気象台発表) 

令和1年8月中の気象状況                          (単位：℃、ｍｍ、ｈ) 

 本       年 平年偏差・平年比 平年偏差、平年比は､1981～2010

年の資料から算出された平年値を

使用。気温は当月の平均気温から

平年値を差し引いたもの(平年比)。

降水量､日照時間は当月の降水量･

日照時間の平均を平年値で割り返

したもの(平年偏差)。 

 気 温 降水量 日照時間 気 温 降水量 日照時間 

浦   河 20.2 192.0 155.5 0.3 120.1 113.1 

広   尾 18.9 272.5 112.6 0.5 116.8 94.9 

                                   (資料出所:国土交通省・気象庁) 

 

８ 各町の水道使用量(令和1年8月) 

                                             （単位：ｔ、％） 

 一般家庭用 前年比 事業用 前年比 合   計 前年比 

新ひだか町静内 101,443 1.1 50,369 5.2 151,812 2.4 

新ひだか町三石 18,244 0.3 11,849 -2.0 30,093 -0.6 

浦 河 町 58,929 -2.9 25,116 -4.3 84,045 -3.3 

様 似 町 21,770 -1.5 10,663 -5.6 32,443 -2.9 

え り も 町 25,193 -4.1 9,491 -8.1 34,684 -5.2 

広 尾 町 34,187 0.4 14,659 -3.3 48,846 -0.8 

    (資料出所：各町) 

 



８ 

 

 

 

 

 

               日高振興局からのお知らせ 
 

 

 

 

 

令和元年度日高食関連産業振興事業「ひだかフェアinどさんこプラザ札幌店」開催 

 日高振興局では、道内最大の消費地である札幌市において、日高産品の認知度向上や新たな需要の開

拓を行うため、８月２１日（水）から２７日（火）までの７日間において「ひだかフェアinどさんこプ

ラザ札幌店」を開催しました。 

■フェア開催概要と結果 

 本フェアの会場である「どさんこプラザ札幌店」は、ＪＲ札幌駅西通北口１階に位置し、道内各地域

の２，３００種類を超える特産品が集められ、年間６億円以上を売り上げる店舗です。客層は、道内に

訪れた観光客と、札幌在住のリピーターが多く訪れます。 

本フェアでは、日高産品を２４事業者１３０品目以上販売しました。 

販売は、事業者が直接消費者に対し試食提供と販売をする『対面販売』と、店内のフェア特設ブース

に陳列して販売する『陳列販売』の２つの販売方法で実施しています。 

(1)対面販売の結果 

期間中の販売結果としては、大きなイベントが開催されたこ

ともあり集客が落ち込み、売上金額としては、前年の８割と低

調な結果となりました。 

しかし、消費者に商品の良さを伝える難しさを実感すること

があった反面、日高産品のリピーターが多く立ち寄り購入され

るなど、商品の質の高さを改めて知ることができました。 

［対面販売結果（７日間）］ 

・出展事業者数 ９事業者 

・対面売上総額 636,812円（前年比84.3％） 

 

 (2)陳列販売の結果 

陳列販売は、常温・冷凍・冷蔵コーナーに「ひだかフェア特設

ブース」を設けて販売しました。販売する際には、試食品の提供

や商品説明のＰＯＰを付けるなど、様々な陳列方法を試した結果、

前年よりも大きく売上が伸びました。 

また、訪れたお客様に対し、品目ごとのヒアリング調査を実施

しています。 

［陳列販売結果（７日間）］ 

・出品事業者数 ２４事業者 

・陳列売上総額 985,916円（前年比143.3％） 

(3)フェア結果 

本フェア７日間での総売上は１６０万円を超え、前年比１１０％を超える結果となりました。日高産

品の客層はリピーターが多く、商品を知って頂けると、継続的な購買に繋がる可能性が高い傾向にあり

ます。 

[７日間総売上] 1,622,728円（前年比112.5％） 

フェア終了後、「消費者に伝わるパッケージ作りへのヒント」や「手に取りやすい商品の特徴」など、

期間中にお客様から頂いた声を各事業者にフィードバックし、今後の商品開発などに活かしていきます。 

 

【問い合わせ先】 

 北海道日高振興局産業振興部商工労働観光課主査（食振興） 電話0146-22-9282 

 

 

 日高振興局では、地域の特色や優位性を皆様に広くアピールさせていただくために、農業、林業、

水産業、商工業など幅広い分野で、日高のすばらしさを紹介しています。 

今回は、管内における食関連産業振興の取組について、紹介いたします。 

写真／対面販売の様子 

写真／陳列販売（常温コーナー）の様子 
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ひだかしんきん営業のご案内 

ATM 本   店 〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2 丁目 31 の 2      ☎（0146）22-4111 

ATM 堺町支店 〒057-0034 浦河郡浦河町堺町西 1丁目 83 の 59     ☎（0146）22-5611 

ATM 静内支店 〒056-0016 日高郡新ひだか町静内本町 1丁目 1の 15  ☎（0146）42-1531 

ATM 三石支店 〒059-3108 日高郡新ひだか町三石本町 197 の 23    ☎（0146）33-2311 

ATM 様似支店 〒058-0014 様似郡様似町大通 2 丁目 35 の 2      ☎（0146）36-2341 

ATM えりも支店 〒058-0204 幌泉郡えりも町字本町 170 の 1       ☎（01466）2-2311 

ATM 広尾支店 〒089-2615 広尾郡広尾町本通 8 丁目 7の 1       ☎（01558）2-3161 

札幌支店 〒060-0004 札幌市中央区北 4条西 5 丁目 1―4      ☎（011）200-7070 

 

 

ATM 営業時間 平日 8：45～18：00 

※札幌支店を除く各店舗に「ハンドセット搭載機」の ATM が設置されております。 

土曜日 ATM 稼動店：本店･堺町支店・静内支店・三石支店･様似支店･えりも支店･広尾支店 

土曜日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

日曜･祝日 ATM 稼動店：本店･静内支店 

日曜･祝日 ATM 営業時間 9：00～17：00 

 

店外 ATM 

浦河町役場内 ATM 浦河郡浦河町築地 浦河役場内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～16：00 

浦河赤十字病院内 ATM 浦河郡浦河町東町 浦河赤十字病院内１階ロビー 

店外 ATM 営業時間 平日 9：00～18：00 

パセオ堺町店内 ATM 浦河郡浦河町堺町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日･土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

マックスバリュ静内店内 ATM 日高郡新ひだか町静内木場町 店内フロア 

店外 ATM 営業時間 平日・土曜･日曜・祝日 9：00～19：00 

※店外 ATM は、全て「ハンドセット搭載機」です。 

 

 

 

 

 

業務部地域貢献課 
〒057-0013 浦河郡浦河町大通 2丁目 31 の 2 

電話 (0146)22-4100 FAX (0146)22-6106 

URL http://www.shinkin.co.jp/hidaka/ 

 

大樹生命札幌共同ビル 4階 

 


